
.

いつも、文化の森てんえい 「図書室」をご利用いただき、ありがとうございます。

今月も皆さんからのリクエストのほか、新刊・話題の本を数多く取り扱っていきま

文化の森てんえい多目的ホールで、夏休み子ども教室に

参加の子供たちを対象に、英語で映画鑑賞会を行いまし

た。

映画鑑賞会では、初めて英語で映画鑑賞をする子が多く、

戸惑っていましたが、映画が進むにつれ、英語の会話でも

楽しめるようになっていました。参加した子供たちには、英

語での映画鑑賞は新鮮で大変好評の様子でした。今後も、

長期休みの子ども教室では英語での映画鑑賞を行ってい

きたいと思います。

月間おすすめ本紹介コーナーでは、読者の皆さんから図書室内の本について他の人にお勧めしたい本を２００文

字程度で書いてもらいその作品を紹介するコーナーとなります。

おすすめ本紹介は、図書室カウンター前に応募用紙がありますので、おすすめしたい本がありましたらぜひ投稿し

てください。

・募集期間 平成２８年５月２日（月）～平成２９年２月２８日（火）

・募集内容 文化の森 てんえい「図書室」内にある図書

・投稿文字数 ２００文字程度

・その他 投稿してい頂いたお礼に、参加賞を贈呈いたします。

平成２８年８月３１日発行

・おすすめしたい本を２作品紹介いたします。

Ｔさんのおすすめ本

【はだかのサイ】 ミヒャエル・エンデ 作 ヨッヘン・シュトゥーアマン 絵 佐々木 田鶴子 訳

アフリカの草原に乱暴者のサイがいました。自分以外を敵とみなし横暴にふるまうサイ。ついに他の

動物たちは引っ越してしまいました。草原の支配者となったサイは自分の銅像をたてようと思いはじめ

ますが・・・・・。果たしてサイに待っているさいごの結末とは・・・・・。

全３４ページにもわたる読み応えのある絵本のため子どもから大人まで、幅広い世代の方に楽しんで

もらえる作品です。ぜひ家族みんなで読んでみてはいかがですか？

文化の森てんえい 館長のおすすめ本

【カエルの楽園】 百田 尚樹 新潮社

二匹のアマガエルが、ダルマガエルに国を追われ、苦しい旅の先に辿りついたのは、ナパージュ

という国でした。ナパージュでは、ツチガエルが争いもなく暮らしていましたが、或る時、ダルマガエルが

そのナパージュに攻めてきました。ツチガエルは不安に怯えていましたが、指導者デイブレイクは、

ナパージュには「三戒」があるので絶対に大丈夫だと訴えています。はたしてナパージュの運命は・・・

皆さんもご存じの「永遠の０」の作者百田尚樹の新作であり、カエルの物語ではあるが、或る国の

物語ではないかと錯覚してしまう。そして、次の言葉が印象的でした。

「ナパージュは、国全体がゆっくり、静かに、老いていってるんだ」


